
令和５年度 第２回鴨川市子ども・子育て会議次第

日時：令和６年２月１５日（木）

午後２時

場所：鴨川市総合保健福祉会館
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１．開 会
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鴨川市の子ども・子育て支援事業（就学前児童）を一緒に考えてみませんか

皆様には日頃より市政にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。

さて、鴨川市では、令和７年度から令和 11年度までの子ども・子育てに関する計画として「第３期鴨川

市子ども・子育て支援事業計画」を策定することといたしました。

この度、計画の策定に向けて、市民の皆様の子育て支援に関する生活実態やご要望・ご意見などを把握す

るため、「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査」を実施することとしました。

この調査は、令和●年●月１日現在住民基本台帳に登録されている就学前のお子さんの保護者を対象にさ

せていただき、ご協力をお願いするものです。ご回答いただいた調査内容は、市や国・県の子育て支援施策

の検討にのみ利用させていただくものであり、回答者個人が特定されたり個々の回答内容が他に漏れたり他

の目的に利用したりすることは一切ございません。

つきましては、ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願

い申し上げます。

令和６年●月

鴨川市長

【ご記入にあたってのお願い～必ず読んでからご回答ください～】

１．特にことわりのある場合以外は、封筒の宛名のお子さんについてご記入ください。

２．アンケートには、お子さんの保護者のかたがご記入ください。

３．時間を数字でご記入いただく場合は、24 時間制（例：0 9 時～1 7 時）でご記入ください。また、

数字は１枠につき１字をご記入ください。

４．設問によってご回答いただくかたが限られる場合がございますので、ことわり書きや矢印に従って

ご回答ください。特にことわりのない場合は、次の設問にお進みください。

５．ご記入が済みましたら、お手数ですが、令和６年●月●日（●）までに同封の封筒に入れて、切手

を貼らずにポストへ投函するか、子ども支援課窓口に提出してください。

必須 任意 独自

※ご不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。

鴨川市
市民福祉部 子ども支援課

電話：０４－７０９３－７１１３

二次元コード

インターネットからの回答が便利です。

右の二次元コードを読み取り、回答フォームへアクセスし、設問

に沿って順番にご回答ください。インターネットで回答された場

合は、調査票のご提出は不要です。

※通信サービスの接続料金は利用者様の負担となります。

※回答を中断する場合は、そのまま画面を閉じてください。再度

回答フォームへアクセスすると、続きから回答できます。

※一度回答を送信すると、その後修正はできません。

※以下のＵＲＬをブラウザのアドレスバーに入力しても回答で

きます。

http://xxxxxxxxx.xxxxxxxxxxxx/xxxxxxxx
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お住まいの地域について

問１ お住まいの地区は次のうちどちらですか。（１つに○）

封筒の宛名のお子さんとご家族の状況について

問２ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。

※数字は一枠に一字でご記入ください。（例：２０２０年３月生まれの場合は２０２０年０３月生まれ）

（以下同様です）

問３ 宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数を 内に数字

でご記入ください。２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子のかたの生年月をご記入ください。

問４ この調査票にご回答いただくかたはどなたですか。（できるだけ母親又は父親がご回答ください）宛名のお子

さんからみた関係でお答えください。（１つに○）

問５ この調査票にご回答いただいているかたの配偶関係についてお答えください。（１つに○）

問６ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係

でお答えください。（１つに○）

西暦 年 月生まれ

きょうだい数 人 ／ 末子の生年月 西暦 年 月生まれ

１．母親 ２．父親 ３．その他（ ）

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親

４．主に祖父母 ５．その他（ ）

０２

０２
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問７ 現在の家庭の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。（１つに○）

問８ あなたにとって、家庭で育てる理想的な子どもの数は何人ですか。（ □ 内に数字でご記入ください）

問９ 理想的な子どもの人数と実際育てている子どもの人数は一致していますか。（１つに○）

問９－１ 理想的な子どもの人数よりも実際育てている子どもの人数が少ないかたにお聞きします。どのよう

な理由や背景があるとお考えですか。（あてはまる番号すべてに○）

１．とてもゆとりがある ２．ややゆとりがある ３．普通

４．やや苦しい ５．とても苦しい

□ 人

１．一致している ⇒ 問 １ ０ へ

２．理想の人数よりも少ない ⇒ 問 ９ ― １ へ

３．理想の人数よりも多い ⇒ 問 ９ ― ２ へ

４．どちらともいえない ⇒ 問 １ ０ へ

１．今後、次の子を予定している

２．今の子どもの数で満足している

３．経済的に余裕がない

４．塾や習い事の費用、将来の教育費の確保が難しい

５．住居や居室の確保などの住宅問題がある

６．自身や家族に病気や障がいがあり、先行きに不安がある

７．親等の介護のため

８．家庭よりも仕事優先の雇用慣行や企業風土がある

９．出産・育児、子育てに関する心身面での負担が重い

10．不妊治療にかかる費用や心身面での負担が重い

11．配偶者がいない、もしくは育児に非協力的で子育てが大変

12．子どもの送り迎えが大変

13．子育て家庭への支援や保育等サービスが十分ではない

14．保育施設や学校、病院などの子育て環境の整備が十分ではない

15．特にない

16．その他（ ）
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問９－２ 理想的な子どもの人数よりも実際育てている子どもの人数が多いかたにお聞きします。子育てをし

ていてどのように感じていますか。（あてはまる番号すべてに○）

子どもの育ちをめぐる環境について

問１０ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっているかたはどなた（施設）ですか。お

子さんからみた関係でお答えください。（あてはまるものすべてに○）

問１１ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる環境をお答えください。

（１つに○）

問１２ 保育所等施設の通所の有無に関わらず日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。

（あてはまるものすべてに○）

１．家庭がにぎやかで楽しい

２．子どもたちの成長が楽しみ

３．上の子が下の子の面倒をみるなど兄弟姉妹がいることで助かる面が多い

４．子どもに怒りすぎて自己嫌悪に陥ってしまう

５．経済的に余裕がない

６．塾や習い事の費用、将来の教育費の確保が難しい

７．居室の確保や住宅ローンの返済などの住宅問題がある

８．配偶者がいない、もしくは育児に非協力的で子育てが大変

９．出産・育児、子育てに関する心身面での負担が重い

10．子どもの送り迎えが大変

11．進学の際の制服代や通学費などの費用がかさむ

12．自身や子どもが病気になったときが大変

13．子育て家庭への支援や保育等サービスが十分ではない

14．保育施設や学校、病院などの子育て環境の整備が十分ではない

15．特にない

16．その他（ ）

１．母親 ２．父親 ３．祖母

４．祖父 ５．きょうだい ６．幼稚園

７．保育所（認可外・地域型含む） ８．認定こども園 ９．その他（ ）

１．家庭 ２．地域 ３．幼稚園

４．保育所（認可外・地域型含む） ５．認定こども園 ６．その他（ ）

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる ⇒ 問 １ ２ ― １ へ

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる ⇒ 問 １ ２ ― １ へ

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる ⇒ 問 １ ２ ― ２ へ

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる ⇒ 問 １ ２ ― ２ へ

５．いずれもいない ⇒ 問 １ ３ へ
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問１２－１ 問１１で「１」、「２」に○をつけたかたに伺います。

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。

（あてはまるものすべてに○）

問１２－２ 問１２で「３」、「４」に○をつけたかたに伺います。

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。

（あてはまるものすべてに○）

問１３ 普段、お子さんを育てているあなたの気持ちはどうですか。（あてはまる番号すべてに○）

１．祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

６．その他（ ）

１．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

５．子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

６．その他（ ）

１．子どもがいると毎日楽しい

２．子育てをすることで自分も成長している

３．子育てが自分の生きがいになっている

４．子育てについて不安になったり悩むことがある

５．生活や気持ちにゆとりがないので、子育てにいらだつことがある

６．子どもを虐待しているのではないかと思うことがある

７．子育てから解放されたいと思うことがある

８．その他（ ）
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問１４ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。

また、相談できる先はありますか。（１つに○）

問１４－１ 問１４で「１．いる・ある」に○をつけたかたに伺います。

お子さんの子育て(教育を含む)に関して、気軽に相談できる先は、誰(どこ)ですか。（あてはまるもの

すべてに○）

問１５ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポートが

あればよいとお考えでしょうか。ご自由にお書きください。

１．いる・ある ⇒ 問 １ ４ － １ へ ２．いない・ない ⇒ 問 １ ５ へ

１．祖父母等の親族 ２．友人や知人など

３．近所や地域の人 ４．

５. 子育て世代包括支援センター ６．教育支援センター

７. 保育士 ８．幼稚園教諭

９．民生委員・児童委員 10．かかりつけの医師・病院

11．●課 家庭児童相談室 12．その他（ ）

13．相談できる相手はいない
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宛名のお子さんの保護者の就労状況について

問１６ お子さんの保護者（父母）の現在の就労状況（自営業・家族従事者含む）を伺います。

（それぞれ１つに○）

問１６－１ 問１６で「１」～「４」に○をつけたかたに伺います。

就労日数や就労時間をお答えください。

※一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。

※産休・育休・介護休業中のかたは、休業に入る前の状況についてお答えください。

※数字は一枠に一字、時間は 24 時間制（例：１日あたり０６時間、例：０９時～１７時）でご記入ください。

（以下同様です）

現在の就労状況
（１）母親 （２）父親

１つに○ １つに○

① フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない １ １

② フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である ２ ２

③ パートタイム、アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない ３ ３

④ パートタイム、アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である ４ ４

⑤ 以前は就労していたが、現在は就労していない ⇒ 問１７ へ ５ ５

⑥ これまで就労したことがない ⇒ 問１７ へ ６ ６

就労日数・時間等 （１）母親 （２）父親

① 就労日数 １週あたり 日 １週あたり 日

② 就労時間

（残業時間含む）

１日あたり 時間

分

１日あたり 時間

分

・お子さんの（１）母親（２）父親の両方についてお答えください。（ひとり親世帯の場合は該当する

かたのみをお答えください。）

・ここでは、「フルタイム」とは、週５日程度・１日８時間程度の就労とし、それ以外の就労形態の場

合は、「パートタイム、アルバイト等」としてお答えください。
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問１６－２ 問１６で「３」「４」（パートタイム、アルバイト等で就労している）に○をつけたかたに伺

います。

今後の就労希望についてお答えください。（母と父のそれぞれ１つに○）

問１７ 問１６で「５」「６」（現在は就労していない、これまで就労したことがない）に○をつけたかたに

伺います。

今後の就労希望についてお答えください。（母と父のそれぞれ１つに○）

問１８ 問１７で「２」「３」に○をつけたかたに伺います。

希望する就労形態をお答えください。

パートタイム、アルバイト等のかたの今後の就労希望
（１）母親 （２）父親

１つに○ １つに○

① フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある １ １

② フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない ２ ２

③ 今の就労を続けることを希望 ３ ３

④ 就労しないで子育てや家事に専念したい ４ ４

就労していないかたの今後の就労希望
（１）母親 （２）父親

１つに○ １つに○

① 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） １ １

② １年より先、一番下の子どもがある程度の年齢になったら就労したい ２ ２

⇒何歳になったら就労したいか（ ）に記入してください ⇒ 問１８ へ ( )歳 ( )歳

③ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい ⇒ 問１８ へ ３ ３

希望する就労形態
（１）母親 （２）父親

「１」か「２」のどちらかに○ 「１」か「２」のどちらかに○

① フルタイムによる就労 １ １

② パートタイム、アルバイト等に

よる就労

２ ２

(具体的に)

１週あたり 日

１日あたり 時間

(具体的に)

１週あたり 日

１日あたり 時間
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宛名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業※の利用状況について

※「定期的な教育・保育事業」：月単位で定期的に利用している事業を指します。具体的には、幼稚園や保育所な

どで、問１９－１に示す事業が含まれます。

問１９ 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育事業」を利用されていますか。

（１つに○）

問１９－１ 問１９ で「1．利用している」に○をつけたかたに伺います。

宛名のお子さんは、平日どのような定期的な教育・保育事業を利用していますか。年間を通

じて「定期的に」利用している事業をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

問１９－２ 問１９ で「１．利用している」に○をつけたかたに伺います。

平日に利用している定期的な教育・保育事業について、どのくらい利用していますか。

また、希望としてはどのくらい利用したいですか。

問１９－３ 問１９で「１．利用している」に○をつけたかたに伺います。

現在、利用している定期的な教育・保育事業実施場所はどちらですか。（１つに○）

１．利用している ⇒ 問１９－１ へ

２．利用していない ⇒ 問１９－４ へ

１．幼稚園（通常の就園時間の利用）

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ）

３．認可保育所（都道府県等の認可を受けた施設）

４．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

５．小規模保育施設（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員概ね６～19 人のもの）

６．家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業）

７．事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設）

８．その他の認可外の保育施設

９．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業）

10．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業）

11．その他（ ）

(１)現在 １週あたり 日 ／ １日あたり 時間（ 時～ 時）

(２)希望 １週あたり 日 ／ １日あたり 時間（ 時～ 時）

１．市内 ２．他の市町村（ ）
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問１９－４ 問１９ で「２．利用していない」に○をつけたかたに伺います。

利用していない理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

問１９－５ 問１９ で「２．利用していない」に○をつけたかたに伺います。

こども誰でも通園制度（仮称）を利用したいと思いますか。（１つに○）

【参考】こども誰でも通園制度（仮称）について

6 か月から 2歳までを対象に、月一定時間（月 10時間をイメージ）までの利用可能枠の中で、就労要件を

問わず時間単位等で柔軟に利用できる新たな通園給付（「こども誰でも通園制度（仮称）」）を創設することと

しています。

問２０ 宛名のお子さんの平日の教育・保育事業として、「定期的」に利用したいと考える事業をお答えくだ

さい。（あてはまるものすべてに○）

問２０－１ 定期的な教育・保育事業を利用したい場所はどちらですか。（１つに○）

問２０－２ 問２０ で「１．幼稚園（通常の就園時間の利用）」または「２．幼稚園の預かり保育」に○

をつけ、かつ「３」～「８」にも○をつけたかたに伺います。

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。

（１つに○）

１．（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）利用する必要がない

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている

３．近所の人や父母の友人・知人がみている

４．利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

６．使用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

７．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない

８．子どもがまだ小さいため（ ）歳くらいになったら利用しようと考えている

９．その他（ ）

１．利用したい ２．利用しない

１．幼稚園（通常の就園時間の利用）

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間後に預かる事業のうち定期的な利用のみ）

３．認可保育所（都道府県等の認可を受けた施設）

４．認定こども園 （幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

５．小規模保育施設（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員概ね６～19人のもの）

６．家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業）

７．事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設）

８．その他の認可外の保育施設

９．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業）

10．ファミリー・サポート・センター（地域住民が会員となり子どもを預かる事業）

11．その他（ ）

１．市内 ２．他の市町村（ ）

１．はい ２．いいえ
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宛名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況について

問２１ 宛名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業を利用していますか。（あてはまるものすべてに

○）

問２２ 問２１のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後利用した

いと思いますか。なお、これらの事業の利用には一定の利用者負担が発生する場合があります。

（１つに○）

問２３ 下記の子育て情報や事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用した

いと思うものをお答えください。（(1)から(6)の項目ごとにＡ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」

のいずれかに○）

１．地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をする場）

２．その他鴨川市で実施している類似の事業（具体名： ）

３．利用していない

１．利用していないが、今後利用したい

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

Ａ

知っている

Ｂ

利用した

ことがある

Ｃ

今後

利用したい

※記入例⇒ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

（1）広報「●」 はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ
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宛名のお子さんの土曜日・休日や長期休暇中の

定期的な教育・保育事業の利用希望について

問２４ 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望（一時的

な利用は除きます）はありますか。なお、これらの事業の利用には一定の利用者負担が発生します。

（それぞれ１つに○）

問２４-１ 問２４の（１）土曜日、（２）日曜日・祝日で、「３．月に１～２回は利用したい」に○をつけたか

たに伺います。

毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

問２５ 「幼稚園」を利用されているかたに伺います。

宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用を希望し

ますか。なお、これらの事業の利用には一定の利用者負担が発生します。（１つに○）

問２５-１ 問２５で「３．休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけたかたに伺います。

毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

(１)土曜日

１．利用する必要はない

２．ほぼ毎週利用したい

３．月に１～２回は利用したい ⇒ 問２４-１ へ

(２)日曜日・祝日

１．利用する必要はない

２．ほぼ毎週利用したい

３．月に１～２回は利用したい ⇒ 問２４-１ へ

１．月に数回仕事が入るため ２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

３．親族の介護や手伝いが必要なため ４．息抜きのため

５．その他（ ）

１．利用する必要はない

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

３．休みの期間中、週に数日利用したい ⇒ 問２５-１ へ

１．週に数回仕事が入るため ２．買い物等の用事をまとめて済ませるため

３．親族の介護や手伝いが必要なため ４．息抜きのため

５．その他（ ）
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【※幼稚園や保育所などで、平日の教育・保育を利用するかたのみ】
宛名のお子さんの病気の際の対応について

問２６ 問１９で「１．利用している」に○をつけたかたに伺います。

この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで幼稚園や保育所などを利用できなかったことはあり

ますか。（１つに○）

問２６－１ 問２６で「１．あった」に○をつけたかたに伺います。

宛名のお子さんが病気やけがで、普段利用している幼稚園や保育所などを利用できなかった

場合に、この１年間に行った対処方法をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

問２６－２ 問２６－１で「１．父親が休んだ」、「２．母親が休んだ」に○をつけたかたに伺います。

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。

なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつ

け医の受診が必要となります。（１つに○）

問２６－３ 問２６－２で「１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけたかたに伺

います。

上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。

（あてはまるものすべてに○）

１．あった ⇒ 問２６-１ へ ２．なかった ⇒ 問２７ へ

１年間の対処方法

１．父親が休んだ
⇒ 問２６-２ へ

２．母親が休んだ

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

⇒ 問２６－５ へ

４．父親又は母親のうち就労していないかたが子どもをみた

５．病児・病後児の保育を利用した

６．ベビーシッターを利用した

７．ファミリー・サポート・センターを利用した

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた

９．その他（ ）

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒ 問２６－３ へ

２．利用したいとは思わない ⇒ 問２６－４ へ

１．他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業

２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

３．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・センター等）

４．その他（ ）
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問２６－４ 問２６-２で「２．利用したいとは思わない」に○をつけたかたに伺います。

そう思われる理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

問２６－５ 問２６－１で「３」～「９」に○をつけたかたに伺います。

その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んでみたい」と思われましたか。（１つに○）

問２６－６ 問２６－５で「２．休んでみることは非常に難しい」に○をつけたかたに伺います。

そう思われる理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

１．病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

２．地域の事業の質に不安がある

３．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）がよくない

４．利用料がかかる・高い

５．利用料がわからない

６．親が仕事を休んで対応する

７．その他（ ）

１．できれば仕事を休んでみたい ⇒ 問２７ へ

２．休んで看ることは非常に難しい ⇒ 問２６－６ へ

１．子どもの看護を理由に休みがとれない

３．休暇日数が足りないので休めない

２．自営業なので休めない

４．その他（ ）
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宛名のお子さんの不定期の教育・保育事業や

一時預かり等の利用について

問２７ 宛名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就

労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。（あてはまるものすべてに○）

問２７-１ 問２７で「６．利用していない」に○をつけたかたに伺います。

現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

問２８ 宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で一時預かり等の事業を利用し

たいと思いますか。なお、利用にあたっては、一定の利用料がかかります。（１つに○）

問２８-１ 問２８で「１．利用したい」に○をつけたかたに伺います。

利用を希望する場合に想定される目的はどれですか。（あてはまるものすべてに○）

利用している事業

１．保育所の一時預かり

（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業）

⇒ 問２７ へ

２．幼稚園の預かり保育

（通常の就園時間を延長預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ）

３．ファミリー・サポート・センター

（地域住民が子どもを預かる事業）

４．ベビーシッター

５．その他（ ）

６．利用していない ⇒ 問２６-１ へ

１．特に利用する必要がない

２．利用したい事業が地域にない

３．地域の事業の質に不安がある

４．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない

５．利用料がかかる・高い

６．利用料がわからない

７．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

８．事業の利用方法（手続き等）がわからない

９．その他（ ）

１．利用したい ⇒ 問２８ー１ へ

２．利用する必要はない ⇒ 問２９ へ

１．私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的

２．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等

３．不定期の就労

４．その他（ ）
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問２９ 冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、病気などの理由により、泊りがけ

で家族以外に預ける必要がある場合に、児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する短期入所生活

援助事業（ショートステイ）、夜間養護等事業（トワイライトステイ）を利用したいと思いますか。な

お事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。（１つに○）

問２９-１ 問２９で「１．利用したい」に○をつけたかたに伺います。

利用を希望する場合に想定される用事はどれですか。（あてはまるものすべてに○）

小学校就学後の放課後の過ごし方について

問３０ 宛名のお子さんについて、小学校就学後に学童保育所を利用したいと思いますか。（１つに○）

※ 学童保育所：地域によって放課後児童クラブなどと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、

指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては一定の利用料がかかります。

問３０-１ 問３０で「１．利用したい」に○をつけたかたに伺います。

週に何日位利用したいですか。（１つに○）

問３０-２ 問３０で「１．利用したい」に○をつけたかたに伺います。

何年生まで利用したいと思いますか。（１つに○）

問３１ 虐待リスクや不登校などの課題を抱える主に学齢期の子どもを対象に、学校や家以外の居場所とな

る拠点を開設し、食事の提供、生活リズム・メンタルの調整、学習支援、相談や助言など必要な支

援を行う児童育成支援拠点事業を利用したいと思いますか。（１つに○）

１．利用したい ⇒ 問２９ー1 へ

２．利用する必要はない ⇒ 問３０ へ

１．冠婚葬祭

２．保護者や家族の育児疲れ・不安

３．保護者や家族の病気

４．その他（ ）

１．利用したい ⇒ 問３０ー1 へ

２．利用する必要はない ⇒ 問３１ へ

１．１日 ２．２日 ３．３日

４．４日 ５．５日 ６．土曜日も含め６日

１．１年生 ２．２年生 ３．３年生

４．４年生 ５．５年生 ６．６年生

１．利用したい

２．利用する必要はない
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育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について

問３２ 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。

また、取得していないかたはその理由をお答えください。

（それぞれ１つに○、取得していないかたはその理由を記入）

問３２-１ 問３２で「２．取得した（育児休業中である）」に○をつけたかたに伺います。

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（それぞれ１つに○）

（１）母親 （２）父親

１．働いていなかった

２．取得した（育児休業中である）

１．働いていなかった

２．取得した（育児休業中である）

３．取得していない ３．取得していない

取得していない理由（あてはまる番号をすべて記入

してください。）

取得していない理由（あてはまる番号をすべて記入

してください。）

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

２．仕事が忙しかった

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった

４．仕事に戻るのが難しそうだった

５．昇給・昇格などが遅れそうだった

６．収入減となり、経済的に苦しくなりそうだった

７．保育所（園）などに預けることができた

８．配偶者が育児休業制度を利用した

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

10．子育てや家事に専念するため退職した

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

13．育児休業を取得できることを知らなかった

14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した

15．その他（ ）

(１)母親

１．育児休業取得後、職場に復帰した ⇒ 問３２―２ へ

２．現在も育児休業中である ⇒ 問３３ へ

３．育児休業中に離職した ⇒ 問３３ へ

(２)父親

１．育児休業取得後、職場に復帰した ⇒ 問３２-２ へ

２．現在も育児休業中である ⇒ 問３３ へ

３．育児休業中に離職した ⇒ 問３３ へ
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問３２-２ 問３２-１で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけたかたに伺います。

実際に職場復帰した時期は希望の復帰時期でしたか。（それぞれ１つに○）

問３２-３ 問３２-２「実際の復帰時期」と「希望の復帰時期」が異なるかたに伺います。

希望の時期に職場復帰しなかった理由をお答えください。

（１）希望より早く復帰したかた（それぞれあてはまるものすべてに○）

（２）希望より遅く復帰したかた（それぞれあてはまるものすべてに○）

(１)母親
１．「実際の復帰時期」と「希望の復帰時期」が一緒だった ⇒ 問３２ へ

２．「実際の復帰時期」と「希望の復帰時期」が異なった ⇒ 問３１-３ へ

(２)父親
１．「実際の復帰時期」と「希望の復帰時期」が一緒だった ⇒ 問３２ へ

２．「実際の復帰時期」と「希望の復帰時期」が異なった ⇒ 問３１-３ へ

(１)母親

１．希望する保育所に入るため

３．経済的な理由で早く復帰する必要があった

５．その他（ ）

２．配偶者や家族の希望があったため

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

(２)父親

１．希望する保育所に入るため

３．経済的な理由で早く復帰する必要があった

５．その他（ ）

２．配偶者や家族の希望があったため

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

(１)母親

１．希望する保育所に入れなかったため

３．配偶者や家族の希望があったため

５．子どもをみてくれる人がいなかったため

２．自分や子どもの体調が思わしくなかったため

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

６．その他（ ）

(２)父親

１．希望する保育所に入れなかったため

３．配偶者や家族の希望があったため

５．子どもをみてくれる人がいなかったため

２．自分や子どもの体調が思わしくなかったため

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

６．その他（ ）
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鴨川市の子育て環境について

問３３ 鴨川市では大きな不安もなく、子どもを育てられていると感じていますか。

（あてはまる番号１つに○）

問３３-１ 問３３で「１．感じている」、「２．どちらかといえば感じている」に○をつけたかたに伺います。

どのような点が、子育てがしやすいと感じますか。（あてはまるものすべてに○）

問３３-２ 問３３で「３．どちらかといえば感じていない」、「４．感じていない」に○をつけたかたに伺います。

どのような点が、子育てがしやすくないと感じますか。（あてはまるものすべてに○）

１．感じている ⇒ 問３３-１ へ

２．どちらかといえば感じている ⇒ 問３３-１ へ

３．どちらかといえば感じていない ⇒ 問３３-２ へ

４．感じていない ⇒ 問３３-２ へ

５．どちらともいえない ⇒ 問３４ へ

１．保育園などに入所しやすい ２．保育園以外にも子育て支援が充実している

３．子育て世帯への経済支援が充実している ４．学校の教育水準が高い

５．学校環境が安心できる ６．きれいで住みやすい住宅が多い

７．子育て世帯向けの住宅が多い ８．鉄道やバス等の交通の便が良い

９．小児医療が充実している 10．発育・発達の悩みを相談できる場がある

11．子育ての悩みを気軽に相談できる場がある 12．公園やスポーツ施設が充実している

13．治安が良い 14．地域のつながりが強い

15．自然豊かである 16．特になし

17．その他（ ）

１．保育園などに入所しづらい ２．保育園以外の子育て支援が充実していない

３．子育て世帯への経済支援が充実していない ４．学校の教育水準が低い

５．学校環境が安心できない ６．古く住みづらい住宅が多い

７．子育て世帯向けの住宅が少ない ８．鉄道やバス等の交通の便が良くない

９．小児医療が充実していない 10．発育・発達の悩みを相談できる場がない、少ない

11．子育ての悩みを気軽に相談できる場がない 12．公園やスポーツ施設が充実していない

13．治安が良くない 14．地域のつながりが弱い

15．自然豊かでない 16．特になし

17．その他（ ）
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問３４ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由

にご記入ください。

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。

● 月 ● 日（●）までに 同封の封筒に入れて、

切手を貼らずにポストへ投函するか、

●課窓口に提出してください。



未就学児童保護者調査票 【設問一覧】

No. 設問 設問項目

1 問１ 住まいの地区 国のニーズ調査必須項目

2 問２ 誕生年月 国のニーズ調査オプション項目

3 問３ 兄弟数 独自項目

4 問４ 回答者

5 問５ 配偶関係

6 問６ 主な子育ての担い手

7 問７ 家庭の経済的ゆとり

8 問８ 理想の子どもの数

9 問９ 理想の子どもと現実

10 問９－１ 理想より少ない理由

11 問９－２ 理想より多い理由

12 問１0 子育ての担い手

13 問１１ 子育てに影響する場

14 問１２ 子育ての担い手となる親族・知人の有無

15 問１２ー１ 祖父母の負担感

16 問１２ー２ 友人・知人の負担感

17 問１３ 子育ての際の気持

18 問１４ 相談相手の有無

19 問１４ー１ 相談相手の種類

20 問１５ 必要なサポート（自由記述）

21 問１６ 保護者の就労状況

22 問１６ー１ 保護者の就労日数、時間

23 問１６ー２ フルタイムへの転換希望

24 問１７ 無職からの就業希望

25 問１８ 希望する就労形態、日数、時間

26 問１９ 定期的な教育・保育の利用状況

27 問１９ー１ 利用しているサービスの種類

28 問１９ー２ 利用している日数と時間、時間帯

29 問１９ー３ 利用している地域

30 問１９ー４ 利用していない理由

31 問１９ー５ こども誰でも通園制度の利用希望

32 問２０ 定期的な教育・保育サービスの利用希望

33 問２０ー１ サービスを利用したい地域

34 問２０ー２ 教育施設での一時預かり希望

35 問２１ 地域子育て支援拠点事業の利用状況

36 問２２ 地域子育て支援拠点事業の利用希望

37 問２３ 市の事業の認知度、利用状況、利用希望

38 問２４ 土日祝日、長期休暇での定期的な教育・保育事業の利用希望

39 問２４ー１ 利用の理由

40 問２５ 幼稚園利用者の、長期休暇での教育・保育事業の利用希望

41 問２５ー１ 利用の理由

42 問２６ 病気を理由とした教育・保育事業の不利用

43 問２６ー１ 病気の際の実際の対応

44 問２６ー２ 病児・病後児保育の利用希望

45 問２６ー３ 病児・病後児保育の運営形態

46 問２６ー４ 病児・病後児保育を利用したくない理由



47 問２６ー５ 病気の際の父母の看病希望

48 問２６ー６ 病気の際に休めない理由

49 問２７ 一時預かりサービスの利用状況

50 問２７ー１ 利用しない理由

51 問２８ 一時預かりサービスの利用希望

52 問２８ー１ 利用理由

53 問２９ ショートステイ、トワイライトステイの利用希望

54 問２９ー１ 利用理由

55 問３０ 学童保育の利用希望

56 問３０ー１ 希望利用日数

57 問３０ー２ 希望利用学年

58 問３１ 児童育成支援拠点事業の利用希望

59 問３２ 育児休業の利用状況

60 問３２ー１ 育休取得後の状況

61 問３２ー２ 育休取得の希望と現実

62 問３２ー３ 育休取得希望より短い・長い理由

63 問３３ 市の子育て環境の印象

64 問３３ー１ 市の子育て環境の良い点

65 問３３ー２ 市の子育て環境の悪い点

65 問３４ 市の子育て環境や支援への意見（自由記述）



鴨川市の子ども・子育て支援事業（小学生児童）を一緒に考えてみませんか

皆様には日頃より市政にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。

さて、鴨川市では、令和７年度から令和 11年度までの子ども・子育てに関する計画として「第３期鴨川

市子ども・子育て支援事業計画」を策定することといたしました。

この度、計画の策定に向けて、市民の皆様の子育て支援に関する生活実態やご要望・ご意見などを把握す

るため、「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査」を実施することとしました。

この調査は、令和●年●月１日現在住民基本台帳に登録されている小学生のお子さんの保護者を対象にさ

せていただき、ご協力をお願いするものです。ご回答いただいた調査内容は、市や国・県の子育て支援施策

の検討にのみ利用させていただくものであり、回答者個人が特定されたり個々の回答内容が他に漏れたり他

の目的に利用したりすることは一切ございません。

つきましては、ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願

い申し上げます。

令和６年●月

鴨川市長

【ご記入にあたってのお願い～必ず読んでからご回答ください～】

１．特にことわりのある場合以外は、封筒の宛名のお子さんについてご記入ください。

２．アンケートには、お子さんの保護者のかたがご記入ください。

３．時間を数字でご記入いただく場合は、24 時間制（例： 0 9 時～1 7 時）でご記入ください。また、数

字は１枠につき１字をご記入ください。

４．設問によってご回答いただくかたが限られる場合がございますので、ことわり書きや矢印に従ってご

回答ください。特にことわりのない場合は、次の設問にお進みください。

５．ご記入が済みましたら、お手数ですが、令和６年●月●日（●）までに同封の封筒に入れて、切手を

貼らずにポストへ投函するか、子ども支援課窓口に提出してください。

インターネットからの回答が便利です。

右の二次元コードを読み取り、回答フォームへアクセスし、設問に沿って

順番にご回答ください。インターネットで回答された場合は、調査票のご

提出は不要です。

※通信サービスの接続料金は利用者様の負担となります。

※回答を中断する場合は、そのまま画面を閉じてください。再度回答フォ

ームへアクセスすると、続きから回答できます。

※一度回答を送信すると、その後修正はできません。

※以下のＵＲＬをブラウザのアドレスバーに入力しても回答できます。

http://xxxxxxxxx.xxxxxxxxxxxx/xxxxxxxx

二次元コード

※ご不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。

鴨川市
市民福祉部 子ども支援課

電話：０４－７０９３－７１１３



1

回答者ご自身のことについて

問１．この調査票にご回答いただくかたはどなたですか。続柄はお子さんからみた関係です。

（あてはまる番号１つに○）

問２．お子さんとの同居の状況についてお答えください。続柄はお子さんからみた関係です。

（あてはまる番号１つに〇）

問３．お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお答えください。

※父子家庭及び母子家庭の場合は、あてはまる問のみお答えください。（それぞれ１つずつに○）

（①・②それぞれについて１つだけに〇をしてください。①や②が該当しない場合は③をご記載ください）

※質問に記述された就労時間の定義は次のとおりです。

・フルタイム：週５日程度・１日８時間程度の就労 ・パート、アルバイト等：「フルタイム」以外の就労

問４．お住まいの地区はどちらですか。（あてはまる番号１つに○）

問５．住居の状況をお答えください。（あてはまる番号１つに○）

問６．現在の家庭の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。（あてはまる番号１つに○）

１．母親 ２．父親 ３．その他（ ）

１．３世代世帯（両親、子ども、祖父母が同居） ２．両親が同居、祖父母が市内に住んでいる

３．両親が同居、祖父母は市外に住んでいる ４．母親のみ同居（ひとり親世帯）

５．父親のみ同居（ひとり親世帯） ６．その他（ ）

①母親 ②父親 ③その他

１．フルタイムで就労している １ １ １

２．パートタイム、アルバイト等で就労している ２ ２ ２

３．以前は就労していたが、現在は就労していない ３ ３ ３

４．これまでに就労したことがない ４ ４ ４

１．一戸建て（持ち家） ２．一戸建て（賃貸） ３．マンション（持ち家）

４．マンション・アパート（賃貸） ５．公営賃貸住宅 ６．寮・社宅

７．その他（ ）

１．とてもゆとりがある ２．ややゆとりがある ３．普通

４．やや苦しい ５．とても苦しい
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宛名のお子さんについて

問７．宛名のお子さんの学年をご記入ください。（数字を 内に一字）

問８．宛名のお子さんのきょうだいの人数（宛名のお子さんを含めた人数）をお答えください。

（数字を 内に記入）

※例：２人の場合は０２人と記入してください。

子育ての環境について

問９．ご家庭で子育て（教育を含む）に日常的に関わっているのは、誰ですか。お子さんからみた関係でお答え

ください。（あてはまる番号すべてに○）

問１０．お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

（あてはまる番号すべてに○）

問１０―１．お子さんの子育て（教育を含む）に関して、相談したことがある内容はどのようなことですか。

（あてはまる番号すべてに○）

年生（令和５年度）

きょうだいの人数（宛名のお子さんを含めた人数） 人

うち、18歳未満のかたの人数 人

１．母親 ２．父親 ３．祖母

４．祖父 ５．きょうだい ６．親戚

７．友人や知人など ８．近所や地域の人 ９．その他（ ）

１．祖父母等の親族 ２．友人や知人など

３．近所や地域の人 ４．元気な広場

５. 子育て世代包括支援センター ６．教育支援センター

７. 小学校の先生 ８．民生委員・児童委員

９．かかりつけの医師・病院 10．こども課 家庭児童相談室

11．その他（ ） 12．相談できる相手はいない

１．基本的生活習慣について ２．発育・発達について

３．病気・怪我について ４．家庭の問題について

５．教育・しつけについて ６．その他（ ）
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問１０―２．お子さんの子育て（教育を含む）に関して、相談した結果はいかがでしたか。

（あてはまる番号１つに○）

問１１．普段、お子さんを育てているあなたの気持ちはどうですか。（あてはまる番号すべてに○）

問１２．お子さんのことで日常悩んでいること、また、気になることはどのようなことですか。

（あてはまる番号すべてに○）

１．とても満足 ２．やや満足

３．普通（どちらともいえない） ４．やや不満

５．とても不満

１．子どもがいると毎日楽しい

２．子育てをすることで自分も成長している

３．子育てが自分の生きがいになっている

４．子育てについて不安になったり、悩むことがある

５．生活や気持ちにゆとりがないので、子育てにいらだつことがある

６．子どもを虐待しているのではないかと思うことがある

７．子育てから解放されたいと思うことがある

８．その他（ ）

１．子どもの健康のこと

２．子どもの発育、発達のこと

３．子どもの友達づきあいのこと

４．子ども同士のいじめのこと

５．子どもの言葉遣いや態度のこと

６．子どもと話す時間が十分にとれないこと

７．配偶者と子育てに関して話す時間が十分にとれないこと

８．経済的負担

９．子どもが犯罪に巻き込まれること

10．子どものことについて、地域の話し相手や相談相手がいないこと

11．子育てと、親（配偶者の親含む）などの介護・介助との両立のこと

12．悩んでいることや、気になることはない

13．その他（ ）
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宛名のお子さんの学童クラブの利用状況について

問１３．お子さんは現在、学童クラブを利用されていますか。（あてはまる番号１つに○）

【問１３で、「１．利用している」に○をつけたかたにお伺いします。】

問１３－１．１週当たり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）かを、具体的な数字でご記入ください。

（数字を 内に一字）

※時間は必ず（例）０８時３０分～１８時００分 のように２４時間制でご記入ください。

問１３－２．何年生まで利用したいと思いますか。（あてはまる番号１つに○）

【問１３で、「２．利用していない」に○をつけたかたにお伺いします。】

問１４．利用していない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○）

問１５．宛名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の学童クラブの利用

希望はありますか。なお、学童クラブの利用には一定の利用料がかかります。

（１つに○、利用したい場合は時間帯を記入）

１．利用している ⇒ 問１３－１へ ２．利用していない ⇒ 問１４へ

１週当たり □日

平 日□□時□□分
～ □□時□□分

土曜日□□時□□分 ～ □□時□□分

１．１年生 ２．２年生 ３．３年生

４．４年生 ５．５年生 ６．６年生

１．利用する必要がない

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている

３．近所の人や父母の友人・知人がみている

４．利用したいが、定員に空きがない

５．高学年なので利用しづらい

６．利用したいが、経済的な理由で学童クラブを利用できない

７．利用したいが、時間帯の条件が合わない

８．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない

９．その他（ ）

１．１～２年生の間は利用したい

２．３～４年生になっても利用したい

３．５～６年生になっても利用したい

４．利用する必要はない

利用したい時間帯

時から 時まで
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問１６．宛名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思

いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。

また、「４．学童クラブ」に〇をつけた場合には、利用を希望する時間もカッコ内に数字でご記入くだ

さい。

※時間は必ず（例）「１８時」のように２４時間制でご記入ください。

※事業の利用にあたっては一定の利用料がかかります。

子どもの安全安心について

問１７．お子さんが外出する際、不安に感じることはありますか。（あてはまる番号すべてに○）

問１８．お子さんの日々の暮らしの中で、事故や犯罪に関して特に不安や心配に思うことはありますか。

（あてはまる番号すべてに○）

１．自宅 週( )日くらい

２．祖父母宅や友人・知人宅 週( )日くらい

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週( )日くらい

４．学童クラブ
週( )日くらい

→ 下校時から( )時まで

５．その他（公民館、公園など）

⇒具体的な場所及び日数を（ ）に記入してください。
（ ）を週( )日くらい

１．歩道や信号がない通りが多く、安全に配慮がされていないこと

２．歩道の段差などが歩行や自転車の通行の妨げになっていること

３．交通機関や建物が子どもの移動に配慮されていないこと

４．暗い通りや見通しのきかないところが多く、犯罪の被害にあわないか心配であること

５．特に不安に感じることはない

６．その他（ ）

１．小学校の登下校の際の交通事故

２．遊びや塾・習い事の行き帰りの際の交通事故

３．小学校の登下校の際の犯罪被害

４．遊びや塾・習い事の行き帰りの際の犯罪被害

５．繁華街などでの犯罪被害

６．公園など遊び場での犯罪被害

７．インターネットなどＷＥＢ上での犯罪被害

８．特に不安なこと、心配なことはない

９．その他（ ）
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問１９．お子さんの安全のために、日頃から注意していること、もしくは実施していることは何ですか。

（あてはまる番号すべてに○）

問２０．お子さんの安全のために、今後どのような対策に重点をおくべきだと思いますか。

（あてはまる番号すべてに○）

子どもの健康や食生活について

問２１．宛名のお子さんは普段朝食を食べていますか。（あてはまる番号１つに○）

問２２．保護者をはじめ、大人のご家族の誰かが宛名のお子さんと一緒に夕食を食べていますか。

（あてはまる番号１つに○）

１．自動車に気をつけるように、日頃から子どもによく言い聞かせている

２．交通ルールを守って自転車を運転するように、日頃から子どもによく言い聞かせている

３．小学校の登下校、塾の行き帰りの際はできるだけ友達と一緒に帰るように、日頃から子どもによく言い聞か

せている

４．知らない人から声を掛けられてもついて行かないよう、日頃から子どもによく言い聞かせている

５．出かけるときはどこに行き、何時ごろ帰宅するのかを保護者に伝えるように、日頃から子どもによく言い聞

かせている

６．何か怖いことにあいそうになったり、変だなと思ったら、子ども 110 番の家や近所のお店やお家にも助けを

求めるように、日頃から子どもによく言い聞かせている

７．塾の帰りなど帰宅時間が遅くなるときは、保護者が迎えに行っている

８．交通安全教室や子どもの身の安全を守る講習会などに参加させている

９．子どもに防犯ブザーを持たせている

10．子どもに携帯電話などを持たせている

11．親子で家の近所や通学路の危険な場所を確認している

12．その他（ ）

１．住民に犯罪情報の提供を行い、自主防犯を促進すること

２．地域の安全マップを作成する

３．子どもに関わる関係機関・団体同士で情報交換を行う

４．学校付近や通学路でＰＴＡや地域住民等と学校が連携した安全パトロール活動等を行う

５．子どもや親に対する防犯講習を行う

６．子ども 110 番の家等の防犯ボランティア活動を進める

７．被害にあった子どもや親へのカウンセリングなど立ち直りの支援を行う

８．防犯ブザーなどの配布・あっせんなどを行う

９．その他（ ）

１．ほぼ毎日食べる ２．週に３～５回程度食べる

３．週に１～２回程度食べる ４．ほとんど食べない

１．ほぼ毎日一緒に食べる ２．週に３～５回程度一緒に食べる

３．週に１～２回程度一緒に食べる ４．いつも子どもだけで食べる
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理想の子どもの数について

問２３．あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか。（ □ 内に数字でご記入ください）

問２４．理想的な子どもの人数と実際育てている子どもの人数は一致していますか。（１つに○）

問２４－１ 理想的な子どもの人数よりも実際育てている子どもの人数が少ないかたにお聞きします。どのよ

うな理由や背景があるとお考えですか。（あてはまる番号すべてに○）

□ 人

１．一致している ⇒ 問２５へ

２．理想の人数よりも少ない ⇒ 問２４－１へ

３．理想の人数よりも多い ⇒ 問２４－２へ

４．どちらともいえない ⇒ 問２５へ

１．今後、次の子を予定している

２．今の子どもの数で満足している

３．経済的に余裕がない

４．塾や習い事の費用、将来の教育費の確保が難しい

５．住居や居室の確保などの住宅問題がある

６．自身や家族に病気や障がいがあり、先行きに不安がある

７．親等の介護のため

８．家庭よりも仕事優先の雇用慣行や企業風土がある

９．出産・育児、子育てに関する心身面での負担が重い

10．不妊治療にかかる費用や心身面での負担が重い

11．配偶者がいない、もしくは育児に非協力的で子育てが大変

12．子どもの送り迎えが大変

13．子育て家庭への支援や保育等サービスが十分ではない

14．保育施設や学校、病院などの子育て環境の整備が十分ではない

15．特にない

16．その他（ ）
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問２４－２ 理想的な子どもの人数よりも実際育てている子どもの人数が多いかたにお聞きします。子育てを

していてどのように感じていますか。（あてはまる番号すべてに○）

１．家庭がにぎやかで楽しい

２．子どもたちの成長が楽しみ

３．上の子が下の子の面倒をみるなど兄弟姉妹がいることで助かる面が多い

４．子どもに怒りすぎて自己嫌悪に陥ってしまう

５．経済的に余裕がない

６．塾や習い事の費用、将来の教育費の確保が難しい

７．居室の確保や住宅ローンの返済などの住宅問題がある

８．配偶者がいない、もしくは育児に非協力的で子育てが大変

９．出産・育児、子育てに関する心身面での負担が重い

10．子どもの送り迎えが大変

11．進学の際の制服代や通学費などの費用がかさむ

12．自身や子どもが病気になったときが大変

13．子育て家庭への支援や保育等サービスが十分ではない

14．保育施設や学校、病院などの子育て環境の整備が十分ではない

15．特にない

16．その他（ ）
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問２５．あなたは、より子どもを生み育てやすくするために、国や自治体にどのような「政策」を期待しますか。

次の中からあなたが強く期待するものを教えてください。（あてはまる番号すべてに○）

【子どもを預ける施設・事業の充実】

１．小学校の放課後などに生活の場を提供する学童クラブ（放課後児童クラブ）の施設を充実すること

２．一時預かりなどの子どもを預けられる事業を充実すること

【子どもの育ちや学びへの支援】

３．子どもが気軽に集い、遊びやスポーツなどができる体育施設や広場を増やすこと

４．子ども達が地域の祭りや行事に参加する機会を増やすこと

５．子どもたちが、学ぶ力や社会参加に必要な力を身につけることなどの学習支援を行うこと

６．いろいろな仕事や職業について地域の大人に教えてもらえる機会をつくること

７．発達障害について相談しやすい環境をつくること

【子どもや子育て家庭を取り巻く環境の整備】

８．子育てをしながら働けるよう支援すること

９．子どもが安心して街を歩けるような都市基盤の整備を進めること

10．子どもたちが安心して外で遊んだり、通学したりできるよう、防犯対策を充実させること

11．児童虐待、いじめ、不登校などの予防、緊急避難などの子どもを守る対策を進めること

12．障がい児やその家族に対する支援を充実させること

【ワーク・ライフ・バランスの推進】

13．短時間雇用やフレックスタイムなどの柔軟な雇用制度の普及を事業所に働きかけること

14．産休や育児休業などが取りやすくなるよう事業所に働きかけること

【その他】

15．特にない

16．その他（ ）
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鴨川市の子育て環境について

問２６．鴨川市では大きな不安もなく、子どもを育てられていると感じていますか。

（あてはまる番号１つに○）

【問２６で、「１．感じている」、「２．どちらかといえば感じている」に○をつけたかたにお伺いします。】

問２６－１．どのような点が、子育てがしやすいと感じますか。（あてはまる番号すべてに○）

【問２６で、「３．どちらかといえば感じていない」、「４．感じていない」に○をつけたかたにお伺いします。】

問２６－２．どのような点が、子育てがしやすくないと感じますか。（あてはまる番号すべてに○）

１．感じている ⇒ 問２６－１へ

２．どちらかといえば感じている ⇒ 問２６－１へ

３．どちらかといえば感じていない ⇒ 問２６－２へ

４．感じていない ⇒ 問２６－２へ

５．どちらともいえない ⇒ 問２７へ

１．保育園などに入所しやすい ２．保育園以外にも子育て支援が充実している

３．子育て世帯への経済支援が充実している ４．学校の教育水準が高い

５．学校環境が安心できる ６．きれいで住みやすい住宅地が整備されている 

７．子育て世帯向けの住宅が多い ８．鉄道やバス等の交通の便が良い

９．小児医療が充実している 10．発育・発達の悩みを相談できる場がある

11．子育ての悩みを気軽に相談できる場がある 12．公園やスポーツ施設が充実している

13．治安が良い 14．地域のつながりが強い

15．自然豊かである 16．特になし

17．その他（ ）

１．保育園などに入所しづらい ２．保育園以外の子育て支援が充実していない

３．子育て世帯への経済支援が充実していない ４．学校の教育水準が低い

５．学校環境が安心できない ６．古く住みづらい住宅地が多い

７．子育て世帯向けの住宅が少ない ８．鉄道やバス等の交通の便が良くない

９．小児医療が充実していない 10．発育・発達の悩みを相談できる場がない、少ない

11．子育ての悩みを気軽に相談できる場がない 12．公園やスポーツ施設が充実していない

13．治安が良くない 14．地域のつながりが弱い

15．自然豊かでない 16．特になし

17．その他（ ）
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子ども子育て支援政策について

問２７．下記の①～⑤の事業ごとに、Ａ知っているもの、Ｂこれまでに利用したことがあるもの、Ｃ今後、利用

したいと思うものに〇をつけてください。（例のようにそれぞれの事業について○）

問２８ 虐待リスクや不登校などの課題を抱える主に学齢期の子どもを対象に、学校や家以外の居場所となる拠

点を開設し、食事の提供、生活リズム・メンタルの調整、学習支援、相談や助言など必要な支援を行う

児童育成支援拠点事業を利用したいと思いますか。

（１つに○）

問２９．鴨川市の子育て支援についてのご意見、ご提案があれば、ご自由にお書きください。

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。

●月●日（●）までに同封の封筒に入れて、切手を貼らずにポストへ投函するか、

●課窓口に提出してください。

A Ｂ Ｃ

知
っ
て
い
る

こ
れ
ま
で
に

利
用
し
た

こ
と
が
あ
る

今
後

利
用
し
た
い

例：事業を知っているが利用したことがなく、今後利用したい 0 0 0

① 子育て世代包括支援センター １ ２ ３

② ●課 家庭児童相談室 １ ２ ３

③ １ ２ ３

④ １ ２ ３

⑤ 鴨川市ホームページ １ ２ ３

１．利用したい

２．利用する必要はない



小学生保護者調査票 【設問一覧】

No. 設問 設問項目

1 問１ 回答者

2 問２ 同居者

3 問３ 保護者の就労状況

4 問４ 住まいの地区

5 問５ 住宅の種類

6 問６ 家庭の経済的ゆとり

7 問７ 学年

8 問８ 兄弟数と、18歳未満の兄弟数

9 問９ 子育ての担い手

10 問１０ 相談相手の種類

11 問１０ー１ 相談の内容

12 問１０ー２ 相談の満足度

13 問１１ 子育ての際の気持

14 問１２ 子育ての悩み

15 問１３ 学童クラブの利用状況

16 問１３ー１ 希望利用日数時間帯

17 問１３ー２ 希望利用学年

18 問１４ 学童を利用しない理由

19 問１５ 長期休暇中の学童利用希望

20 問１６ 放課後の過ごし方 ※問13と一部重複

21 問１７ 外出の際の不安な事

22 問１８ 事故や犯罪への不安

23 問１９ 安全のための注意事項

24 問２０ 安全のために必要な取組

25 問２１ 食事の習慣

26 問２２ 食事をともにする人

27 問２３ 理想の子どもの数

28 問２４ 理想の子どもと現実

29 問２４ー１ 理想より少ない理由

30 問２４ー２ 理想より多いことのメリット

31 問２５ 国や自治体に期待する政策

32 問２６ 市の子育て環境の印象

33 問２６ー１ 市の子育て環境の良い点

34 問２６ー２ 市の子育て環境の悪い点

35 問２７ 市の事業の認知度、利用状況、利用希望

36 問２８ 児童育成支援拠点事業の利用希望

37 問２９ 市の子育て環境や支援への意見（自由記述）



別紙（意見記入用紙）

委員名

追加する設問内容

追加する設問内容

追加する設問内容


